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(57)【要約】
【解決手段】　手術中及び／又は手術後に、身体に繰り
返し進入することができるようにするための留置ポート
が説明されている。ポートは、切開部の外で身体に固定
される外部分と、切開部を通して挿入される折り畳み可
能な挿入部分を含んでいいてもよい。折り畳み可能な部
分は、器具又はルーメンが存在していないときには折り
畳まれ、身体の切開部の周囲は実質的に正常な輪郭に戻
ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　身体の中へアクセスできるようにするための留置ポートであって、
　切開部の外に設置するように構成され、近位側ポート開口部を画定している、外部分と
、
　遠位側ポート開口部を画定し、前記外部分に取り付けられ、前記近位側ポート開口部と
実質的に同軸関係に配置されている、折り畳み可能な挿入部分であって、前記折り畳み可
能な挿入部分が引き伸ばされた長さと引き伸ばされた幅を備えている伸長位置と、前記折
り畳み可能な挿入部分が折り畳まれた長さと折り畳まれた幅を備えている折り畳み位置と
の間で繰り返し調節することができるようになっており、前記引き伸ばされた長さは前記
折り畳まれた長さより長く、前記引き伸ばされた幅は前記折り畳まれた幅より狭くなって
いる、折り畳み可能な挿入部分と、を備えている留置ポート。
【請求項２】
　前記近位側ポート開口部を密閉することができる大きさを有する取り外し可能なプラグ
を更に備えている、請求項１に記載のポート。
【請求項３】
　第１端部で前記プラグと、第２端部で前記外部分と、それぞれ繋がっている係留紐を更
に備えている、請求項２に記載のポート。
【請求項４】
　前記外部分と前記折り畳み可能な挿入部分は、それぞれ、抗微生物物質を備えている、
請求項１に記載のポート。
【請求項５】
　前記外部分と前記折り畳み可能な挿入部分は、それぞれ、抗微生物物質の被覆を備えて
いる、請求項１に記載のポート。
【請求項６】
　前記折り畳み可能な挿入部分の長さの少なくとも一部分と、前記外部分の幅の少なくと
も一部分に伸張している引き裂きシームを更に備えている、請求項１に記載のポート。
【請求項７】
　前記引き裂きシームは、前記ポートに打ち抜き穴の列を備えている、請求項６に記載の
ポート。
【請求項８】
　前記引き裂きシームは、薄弱化した材料領域を備えている、請求項６に記載のポート。
【請求項９】
　前記外部分の下面に沿って配置され、且つ、前記折り畳み可能な挿入部分を挿入させる
ことができる切開部を取り囲んでいる組織に接着するように構成された、接着剤を更に備
えている、請求項１に記載のポート。
【請求項１０】
　前記接着剤は、途切れのない接着剤の輪を備えている、請求項９に記載のポート。
【請求項１１】
　前記外部分は、前記近位側ポート開口部を覆って再密閉可能に配置された穿孔可能な表
面を更に備えている、請求項１に記載のポート。
【請求項１２】
　遠位端と近位端を有する少なくとも１つの係留紐であって、前記係留紐の前記遠位端は
前記折り畳み可能な挿入部分の遠位部分に繋がっており、前記近位端は前記折り畳み可能
な挿入部分を前記折り畳み位置に保持するよう調節することができる、係留紐を更に備え
ている請求項１に記載のポート。
【請求項１３】
　身体の中へアクセスできるようにするための留置ポートであって、
　切開部の外に設置するように構成され、近位側ポート開口部を画定している外部分と、
　前記外部分と接続されている第１端を有し、且つ、前記第１端の反対側に遠位側ポート
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開口部を画定している、可撓性を有する蛇腹部とを備え、前記遠位側ポート開口部の直径
は前記近位側ポート開口部の直径より小さくなっている、留置ポート。
【請求項１４】
　前記近位側ポート開口部を密閉することができる大きさを有する取り外し可能なプラグ
を更に備えている、請求項１３に記載のポート。
【請求項１５】
　第１端で前記プラグと、第２端で前記外部分と、それぞれ繋がっている係留紐を更に備
えている、請求項１４に記載のポート。
【請求項１６】
　前記外部分と前記折り畳み可能な挿入部分は、それぞれ、抗微生物物質を備えている、
請求項１３に記載のポート。
【請求項１７】
　前記外部分と前記可撓性を有する筒状蛇腹部は、それぞれ、抗微生物物質の被覆を備え
ている、請求項１３に記載のポート。
【請求項１８】
　前記可撓性を有する筒状蛇腹部の長さの少なくとも一部分と、前記外部分の幅の少なく
とも一部分に伸張している引き裂きシームを更に備えている、請求項１３に記載のポート
。
【請求項１９】
　前記引き裂きシームは、前記ポートに打ち抜き穴の列を備えている、請求項１８に記載
のポート。
【請求項２０】
　前記引き裂きシームは、薄弱化した材料領域を備えている、請求項１８に記載のポート
。
【請求項２１】
　前記外部分の下面に沿って配置され、且つ、前記可撓性を有する筒状蛇腹部を挿入させ
ることができる切開部を取り囲んでいる組織に接着するように構成された、接着剤を更に
備えている、請求項１３に記載のポート。
【請求項２２】
　前記接着剤は、途切れのない接着剤の輪を備えている、請求項２１に記載のポート。
【請求項２３】
　前記外部分は、前記近位側ポート開口部を覆って再密閉可能に配置された穿孔可能な表
面を更に備えている、請求項１３に記載のポート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、２００６年８月４日出願の米国特許出願第６０／８３５，５６６号の恩典を
主張し、同出願の内容全体を参考文献としてここに援用する。
【０００２】
　本出願は、外科用途に使用するための医療装置に関する。より具体的には、外科処置中
及び／又は外科処置後、身体の或る領域へアクセスする際に使用するポートに関する。
【背景技術】
【０００３】
　腹腔鏡処置の様な低侵襲外科処置では、必要な手術道具でアクセスできるようにするた
め、身体に１つ又は複数の小さな切開が施される。外科処置後に体内に再度進入する必要
がある場合は、そのための機構を適切な位置に設置しなければならない。標的を絞った又
は予防的な化学療法では、術後の物質投与は、物質の連続投与を行うことができる環境を
患者の中に再び作ることにより、可能になる。これは、外科処置後に患者の中にポート装
置を残留させるか、又は、非外科的治療計画に備えてポートを患者の中に外科的に設置す
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ることによって達成することができる。
【０００４】
　ポートは、身体への衛生的なアクセス点を提供することができる装置であり、同装置は
、皮膚の外部及び皮膚の内壁に取り付ける再密閉可能な機構である。ポートは、後で物質
又は他の治療薬を投与する時に、物質を身体に投与するための装置を、再び患者に繋ぐこ
とができるようにする。この種のポートの１つの例として、経腸栄養チューブ・ポートが
ある。
【０００５】
　再進入ポートの設計は、通常、身体の外から胃の様な臓器の中まで横断させることを意
図した栄養チューブの様な半剛性を有するチューブに、焦点を当てている。これらの装置
は、多くの場合、挿入端に、アクセス対象の臓器の中に、チューブの位置を維持するため
の球状部又は突起部を有していて、剛性又は半剛性を有するチューブ又はルーメンで構成
されている。膀胱にアクセスするための尿道カテーテルの様なカテーテルは、可撓性を有
するカテーテルである場合が多く、大抵は、バルーン、又は、カテーテルを臓器の中に錨
着してカテーテルが体内チャネルを通って後戻りするのを防止するのに使用される何らか
の様式の突起が付いている。静脈に挿入される静脈内ポート、ポート、又は針は、装置が
うっかり外れることのないように、所定位置に、通常はテープで留められるか、又は恐ら
く縫い付けられる。穴付きの平坦なチューブの様な他の装置は、創傷のドレーンとして、
又は胸腔内に体液が溜まるのを防ぐため、時には吸引を掛けた状態で使用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願第６０／８３５，５６６号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　所定の位置、例えば、腹壁の様な身体構造とその下の臓器の間に、又は肋骨と肺の間の
複数の腔内に、又は体内空間の隔離が繰り返し必要となる可能性があるその他任意の身体
場所に、留置することができる改良されたポートについて以下に説明する。
【０００８】
　１つの態様によれば、切開部の外に設置するように構成されており、且つ、近位側ポー
ト開口部を画定している、外部分又はフランジを有する留置ポートが説明されている。遠
位側ポート開口部を有する折り畳み可能な挿入部分は、外部分に取り付けられており、近
位側ポート開口部と実質的に同軸関係に配置されている。折り畳み可能な挿入部分は、折
り畳み可能な挿入部分が引き伸ばされた長さと引き伸ばされた幅を画定している伸長位置
と、折り畳み可能部分が折り畳まれた長さと折り畳まれた幅を画定している折り畳み位置
との間で繰り返し調節できるようになっている。挿入し易く、折り畳まれた状態でしっか
りと設置しておくことができ、ポート不使用時には、侵入や破損を起こしにくいやり方で
ポートを身体内に留置することができるように、引き伸ばされた長さは折り畳まれた長さ
より長く、引き伸ばされた幅は折り畳まれた幅より狭くなっている。
【０００９】
　本発明の他の特性及び利点は、以下の図面、詳細な説明、及び特許請求の範囲を考察し
て頂ければ明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】伸長位置にある留置ポートの斜視図である。
【図２】図１の留置ポートの上面図である。
【図３】図１のポートの側断面図である。
【図４】折り畳み位置にある図１のポートの側断面図である。
【図５】図１のポートを切開部の中へ挿入する際に使用するのに適したスタイラスの側面
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図である。
【図６】図１の留置ポートの代替実施形態の上面図である。
【図７】伸長位置にある図６のポートの側断面図である。
【図８】図１の留置ポートの第２の代替実施形態の上面図である。
【図９】伸長位置にある図８のポートの側断面図である。
【図１０】図１の留置ポートの第３の代替実施形態の上面図である。
【図１１】伸長位置にある図１０のポートの断面側面図である。
【図１２】図１１のポートの斜視図である。
【図１３】図１の留置ポートの第４の代替実施形態の上面図である。
【図１４】伸長位置にある図１３のポートの側断面図である。
【図１５】伸長位置にある図１のポートの第５の代替実施形態の側断面図である。
【図１６】折り畳み位置にある図１５のポートの側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１から図４は、体内空間の分離が繰り返し必要となる可能性がある場合の留置ポート
１０の１つの形態を示している。この留置ポート１０は、腹壁とその下の臓器の間の空間
（腹膜腔）を再び膨らますのに使用されてもよい。ポート１０は、外側フランジ１２と折
り畳み可能な挿入部分１４を含んでいる。外側フランジ１２は、ポートを患者に固定し、
且つ、切開部の中へ過度に挿入されないようにするため、折り畳み可能な挿入部分１４よ
り大きい直径を有していてもよい。近位側ポート開口部１６は、１つ又は複数のルーメン
或いは医療装置が、折り畳み可能な挿入部分１４の中へアクセスすることができるように
、フランジ１２によって画定されている。遠位側ポート開口部１８は、折り畳み可能な挿
入部分１４の末端に配置されており、体腔にアクセスできるようにしている。
【００１２】
　再設置可能なプラグ２０は、留置ポート１０が使用されない時、感染又は他の異物が身
体に入るのを防ぐために、近位側ポート開口部に取り外し可能に挿入できるようになって
いる。プラグ２０は、係留紐２２によって外側フランジ１２に取り付けられてもよい。係
留紐は、外側フランジと同じ材料片で形成してもよいし、又は、別の材料で形成して、外
側フランジ１４に取り付けてもよい。プラグは、押し込んだ時、近位側ポート開口部１６
を塞ぐのに十分な弾性を有する圧縮様式のプラグであってもよい。代わりに、プラグ２０
は、係留紐が付いていない分離された構成要素であってもよい。プラグと近位側ポート開
口部を接続するのに、ねじが切られた端部、折り畳み可能な戻り止め、又は他の機構、の
様な他の多くの締結手段の何れをも使用することもできる。
【００１３】
　外側フランジは、１つ又は複数の側面に陥凹領域２４を含んでいてもよい。陥凹領域は
、留置ポートを身体上の所定位置に保持するための縫合糸、接着剤、又は他の装置、のた
めのアンカーとなることができる大きさを有していればよい。外側フランジは、同フラン
ジを皮膚に押し当てて維持する随意的な接着面を設けることにより、所定位置に保持され
るようにしてもよい。接着面は、フランジの下面周囲に島状に配置された接着剤の群であ
ってもよい。或いは、より完璧なシールを提供し、留置ポートを挿通させる組織の損傷防
止を支援するため、接着剤又は粘着性材料の連続した輪を、フランジの下面に配置して、
組織表面が引き裂かれるのを防止し組織表面の統合性を強化してもよい。而して、留置ポ
ート１０は、それを所定位置に維持し、感染に対する抵抗性をさらに促進するように、フ
ランジの陥凹領域を縫い付け、フランジの下面を組織の外表面に接着し、更に、フランジ
を粘着性包帯（一般用及び医療用）で覆うことにより、個別に又はまとめて、複数の方法
で取り付けることができる。
【００１４】
　留置ポート１０の折り畳み可能な挿入部分１４は、使用しない時には折り畳むことがで
きる何らかの様式、例えば、蛇腹又はアコーディオン状構造の形態に作ることができる。
挿入部分は、腹壁又は他の身体構造を通過してしまえば、徐々に折り畳んで、ほぼ平坦な
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形状まで戻すことができる。平坦な形状は、刺激や外傷の軽減に役立つ上、正常な身体運
動にほとんど制約を課さず、存在が目立ちにくい。折り畳み可能な挿入部分の蛇腹構造の
特徴は、引き伸ばされた時には直径が小さくなり、比較的小さな切開部又は創傷部位を、
或いは元々ある体内通路でも、より容易に通過できるようになることである。一旦所定の
位置に設置してしまえば、当該構造は、折り畳み可能な挿入部分を折り畳んで直径を大き
くし、切開部、創傷、又は体内通路から抜け出ることができなくなるようにすることがで
きる。図４を参照すると、留置ポートが折り畳まれた状態の時には、蛇腹部分は拡張し、
例えば、腹壁を、フランジ１２と折り畳み可能な挿入部分１４の間に保持しており、確実
で嵩の低い再進入点を提供している。
【００１５】
　図５を参照すると、スタイラス２６は、近位側ポート開口部１６を介して折り畳み可能
な挿入部分１４に嵌入するように、且つ、切開部に挿入させるための最小直径になるまで
留置ポート１０を引き伸ばすように、設計されている。例えば、留置ポートを腹壁に挿入
しようとする場合は、先ず、スタイラスを近位側ポートに挿入し、折り畳み可能な挿入部
分を引き伸ばし、而して、その直径を小さくする。スタイラス２６が、挿入時に折り畳み
可能な挿入部分に留まるように、遠位側ポート開口部１８は近位側ポート開口部１６より
も小さい直径を備えていてもよい。次に、医師は、留置ポートを、例えば、トロカール創
傷（図示せず）を介して、腹壁の外から所定位置に押し込み、更に、腹膜の中まで入れて
もよい。
【００１６】
　一旦、挿入し、随意的にはフランジで腹部に固定してしまえば、スタイラス２６は、通
常は取り出され、そして、１つ又は複数のルーメンを、留置ポートを通して導入すること
、および、後で再度導入することができるようになる。留置ポート１０は、設置された後
は、カテーテル又は小型針或いはトロカール、光学内視鏡、手術器具、又は幾つもの手術
用、診察用、又は苦痛緩和用の装置、の様な医療装置を挿通させる１つ又は複数のアクセ
スルーメンを維持することによって、医療装置の挿入が行えるようにしてもよい。
【００１７】
　ポート１０内の全てのルーメンが取り出され、ポートが使用されなくなると、折り畳み
可能な挿入部分は、折り畳まれ、且つ、腹壁がその挿入前の形状に実質的に近いより弛緩
した位置まで凹むことができるようにする。次いで、プラグ２０を差し込み、汚染物に対
する防壁としてもよい。検査、又は、薬剤の投与を目的として、又は手術業務を目的とす
る場合でも、腹壁又は体腔をその下の臓器から隔離（又は再隔離）することを可能にする
方法があるのが望ましく、大抵は、腹膜空間へのガス注入法によって行われる。ポートは
、１つの層又は身体構造と、別の層又は身体構造の隔離を再度拡大することを目的に、体
内空間へアクセスすることを意図しているため、ポートは、身体構造が実質的に正常な（
凹んだ）位置に復帰することも許容する。
【００１８】
　或る代替実施形態の留置ポート３０を図６及び図７に示している。この装置では、再密
閉可能な膜３２が、近位側ポート開口部３４を横断して配置されている。膜３２又は表面
を突き刺すために、及び、ルーメン又は器具を、その膜を貫いて導入し、引き続き遠位側
ポート開口部３６を介して身体の中まで進めるために、針又は端の尖った他の導入装置が
使用されてもよい。装置取り出し後に、膜は自然に再び閉じる。この穿孔可能な膜又はカ
バーは、ポリソプレン、イソプレン、又はシリコンの様な、多数の材料の何れで製造して
もよい。或る代替実施形態では、留置ポートは、第２の近位側ポート開口部を有していて
もよく、その開口部は、腹腔鏡処置中に、例えば腹膜の様な拡張させた空間から、有機組
織片を空気中に放出すること無しに圧力を抜くために、フィルターに接続することができ
る。
【００１９】
　図８及び図９に示す或る代替実施形態で、留置ポート４０は、ポートの全長に沿って配
置されている引き裂きシーム４４を有していてもよい。シーム４４は、フランジ４２と折
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り畳み可能な挿入部分４５を横断し、近位側ポート開口部４６から遠位側ポート開口部４
８まで続く一列の打ち抜き穴を形成していてもよい。１つの実施形態では、シーム４４は
、近位側ポート開口部４６から装置を下って遠位側ポート開口部４８まで長手方向に伸張
している一列の打ち抜き穴であるか、留置ポートをフランジ４２の１つ又は複数の面から
引き裂くことができるようにする平行な複数の列の打ち抜き穴であるか、又は、留置ポー
トを部分的に破壊し取り去ることができるようにする所望のパターンの打ち抜き穴であっ
てもよい。代替実施形態では、打ち抜き穴の列は、使用者が留置ポートを取り去りたいと
きに、実質的にきれいに裂くことができる、弱体化するか又は厚さを薄くした材料の連続
した線を画定している別の様式の薄弱化シームであってもよい。
【００２０】
　図８及び図９に示している、引き裂きシームを備えた留置ポートの１つの利点は、新し
い留置ポートを、既に身体の中に配置されている古い留置ポートに挿入し、古いポートを
裂いて引っ張り出すことによって取り去ることができることである。或いは、スリーブ装
置の中に古いポートを引き入れて取り去り、該スリーブには、古いポートに代えて新しい
ポートを設置するための開いた空間を、維持する役目をさせてもよいし、又は、新しいポ
ートを用具又は指に隣接して配置した状態で、用具又は指を古いポートに沿って押し込み
、挿入してもよい。
【００２１】
　図１から図９には、中央を貫通する１つのルーメンを備えている留置ポートを示してい
る。他の実施例では、器具以外のものを挿入することができるように２つ又はそれ以上の
ルーメンを作り、一方のルーメンを吸入器の様な圧力源に取り付け、他方のルーメンを吸
引源又は市販の圧力除去装置（Ｓｍａｒｔ　ｐｒｏｄｕｃｔｓによって製造されているも
のなど）に取り付けるようにするか、或いは、小型の内視鏡を一方のルーメンに挿入し、
器具又はカテーテル又は他の何らかの手術装置を別のルーメンに挿入するようにしてもよ
い。本装置は、単一の有効ルーメンに限定されず、複数のルーメンを、体内空間への進入
を求めている多数の他の医療装置と共に使用することができるようになる。（単数又は複
数の）ルーメンの他の利用法には、液用カテーテルの挿入、臓器腔を被覆又は治療するこ
とを目的としたエアゾール噴射又は噴霧用の装置の使用、を必要とする用途などが含まれ
てもよい。
【００２２】
　図１０から図１２に示している様に、留置ポート５０は、単一の折り畳み可能な挿入部
分６２の内部の各半部分にそれぞれ通じている、２つの近位側開口部５２を備えて構成す
ることができる。各近位側開口部５２は、各係留紐５６によってフランジ６４に取り付け
られている各々独自の取り外し可能なプラグ５４を有していてもよい。折り畳み可能な挿
入部分６２に囲まれた領域の内部を貫いて伸張している折り畳み可能な仕切り６０は、各
遠位側開口部５８で終わっている２つの別々のアクセス経路６６を画定している。アクセ
ス経路６６は、図１０から図１２では寸法が等しいものとして示されているが、単一の折
り畳み可能部分６２の中に、寸法が等しくないアクセス経路又は３つ以上の経路を設ける
ことも考えている。
【００２３】
　図１３及び図１４は、上で言及したものの様な複数の装置がアクセスできるようにする
ための別の形態の留置ポート７０を示している。図１３及び図１４の型式では、単一のフ
ランジ部材７４に、２つの完全に別々の折り畳み可能な挿入部分７２が形成されている。
それぞれの折り畳み可能な部分は、各々独自の近位側及び遠位側開口部７６、７８を有し
ており、ここで、各近位側開口部７６は各遠位開口部７８より大きい半径を有していても
よいし、又は、針か他の鋭利な器具で穿孔するのに適した膜で覆われていてもよい。更に
、一方又は両方の折り畳み可能な部分は、図１０から図１２に示す様に内部を仕切って、
更に多くの装置又は器具のために、体腔への別々のアクセスを提供するようにしてもよい
。
【００２４】
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　上で説明した留置ポートの実施例は、体腔の中まで拡張することができる蛇腹として示
されている、折り畳み可能な挿入部分を含んでいるが、装置の折り畳み可能な挿入部分又
は蛇腹が、装置が挿入される組織又は臓器の遠位側表面（即ち、内部表面）に滞留するこ
とを保証する必要があるかもしれない。図１５及び図１６は、折り畳み可能な挿入部分８
２がしっかりと留まり、同部分が「弛む」ことを防止するか又は緩んで部分的に体腔に伸
張した状態になることを防止することができる、留置ポート８０の実施例を示している。
これは、挿入部分の遠位側部分に取り付けられた、１つ又はそれ以上の糸又は係留紐８４
を有することによって達成される。該係留紐は、頂部フランジ８８の穴８６を通して、又
は、折り畳み可能な挿入部分８２の外側部と頂部フランジの（単数又は複数の）外側部に
沿ってか、何れでもよいが、折り畳み可能な挿入部分８２を吊り上げる又は縮めるために
使用され得る。これにより、（単数又は複数の）係留紐８４を、結わう、縫い付ける、テ
ープ留めにする、又は固定する任意の他の方法等の何らかの手段によって、折り畳み可能
な部分８２を折り畳まれた状態に維持するように固定される。あるいは、係留紐を緩めて
折り畳み可能な挿入部分８２が拡張できるようにする。係留紐８４は、留置ポート８０と
同じ材料、糸、又は任意の他の可撓性を有する細い材料で作ることができる。これは、１
つ又はそれ以上のその様な係留紐で行うことができる。係留紐８４は、成形過程で、熱封
（溶融）、結束、糊付け、又は係留紐を装置の折り畳み可能な挿入部分に取り付ける任意
の他の方法によって、折り畳み可能な挿入部分８２に取り付けることができる。
【００２５】
　折り畳み可能な挿入部分の剛性を高めることが求められる更に別の代替実施形態では、
図５に示す様なスタイラスは、器具又はルーメンを挿通させる中央内径部を含んでいても
よい。その様な修正を加えたスタイラスは、処置中は留置ポート内に留置され、留置ポー
トが使用されない時には同ポートを折り畳むことができるように外される。
【００２６】
　上で説明した留置ポートの様々な形態の何れにおいても、各々の設置期間中に感染が発
生するのを防ぐため、抗細菌及び／又は抗微生物薬を被覆するか含浸させてもよい。その
様な被覆は、限定するわけではないが、例えば、リファマイシン、リファンピン、ミノサ
イクリン、スルファジアジン銀、又はヴァルデックスＲＩＣ＞から成っていてもよい。
【００２７】
　留置ポートは、その形状に癖を付けるか又は設置後の「縮んだ」形状を受け入れるかの
能力を有する弾性材料で作ることができる。適した材料には、限定するわけではないが、
シリコン、ゴム、ラテックス、ナイロン、及び織物状の材料が含まれる。留置ポートの大
きさと寸法は幾つも考えられ、意図される使用法に依って様々であるが、図２の例は、フ
ランジ長径の長さＡが４．４５センチメートル（１．７５インチ）、フランジ短径の長さ
Ｂが２．２２センチメートル（０．８７５インチ）、係留紐の長さＣが２．２２センチメ
ートル（０．８７５インチ）である。近位側ポート開口部の直径は０．４９８センチメー
トル（０．１９６インチ）であり、遠位側ポート開口部の直径は、０．２８４センチメー
トル（０．１１２インチ）である。従って、この特定の形態の留置ポートを挿入するのに
使用するスタイラスは、最小直径が０．２８４センチメートル（０．１１２インチ）より
大きく、最大直径が０．４９８センチメートル（０．１９６インチ）未満でなくてはなら
ない。再度図３と図４を参照すると、この実施例の折り畳み可能な挿入部分は、折り畳み
時の深さＧが０．９５３センチメートル（０．３７５インチ）、最大引き伸ばし時の深さ
Ｆが１２．７センチメートル（５．０インチ）であって、比は５対１より大きくなってい
る。折り畳み可能な挿入部分の引き伸ばし時の直径Ｈは、折り畳み時の直径Ｉより小さい
のが望ましいが、比は、例えば、折り畳み可能な挿入部分の蛇腹又はアコーディオン状の
構造を形成している折り目の数と長さによって変わる。
【００２８】
　従って、上に述べた詳細な説明は、限定を課すものではなく、むしろ説明を目的として
いるものと考えられるべきであり、本発明の精神と範囲を定義することを目的としている
のは、以下の特許請求の範囲並びに全ての等価物である、と理解頂きたい。
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